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小中学校教員の働き方改革の推進について 

  

晩冬の候、保護者の皆様におかれましては益々御清祥のことと存じます。 

さて、このことについて、市内小中学校では下記のとおり取組を進めてまいりますので、保護者の

皆様の御理解をお願いたします。 

 

記 

 

１ 目的 

    教員のこれまでの働き方を見直し、自らの授業を磨くとともに、子供たちに効果的な教育活動

を行うことができるようにする。 

 

２ 教員の勤務の現状 

 教員の勤務時間は、法令で１日につき７時間４５分と定められておりますが、依然として長時 

間勤務をする教員が多いのが実態です。国の調査によれば、国の指針で定める時間外勤務の上限

（月４５時間）を超えて勤務をする教員の割合は、小学校教諭６４．５％、中学校教諭７７．１％

です。国が示す過労死ライン（月の残業８０時間以上）を超えて勤務をする教員の割合は小学校

教諭１４．２％、中学校教諭３６．６％でした。本市においても同様の傾向がみられます。教員

の働き方の改善が急務となっています。       

  

３ 教育委員会と学校の取組 

   教員の勤務時間管理及び健康管理の責任を有する校長と業務全般を管理する教育委員会は、授

業の計画や行事の準備等、学校全体の教育計画の見直し等について対応を進めてまいります。 

【取組例】 

 ・５時間授業後に下校する日を増やす。 

・行事の準備時間の削減等を図る。 

・教員以外の人材活用を図る。  等 

  

 ４ 保護者の皆様へのお願い 

教員が教員でなければできない業務に集中して、子供たちに主体的で想像力豊かに次世代を生

きる力を育てるためには、学校・家庭・地域の連携や学校の働き方改革が必要です。学校の業務

優先順位を踏まえた精選・見直しや教員と保護者・地域住民の皆様との役割分担の見直し等につ

いて、皆様の御理解と御支援をお願いいたします。 

 

 ５ その他 

文部科学大臣メッセージを添付しましたので、併せて御確認ください。 



 


